
首都圏の大学を中心とした大学スタートアップエコシステムGTIEが提供する

GAPファンドに採択された研究チームによるピッチイベント「GTIE DEMO DAY 

2026」を開催します。最先端の研究シーズから生まれるディープテックが、

社会実装・イノベーションへ踏み出す瞬間に立ち会える機会です。研究者・

企業・投資家など、大学発スタートアップを生み出すプレイヤーが集結します。

Photo

スピーカー

慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科 准教授

京都フュージョニアリング㈱ 共同創業者

武田 秀太郎氏

申込方法

事前申込制

詳細・お申込みは Peatix  よりご確認ください。

申込締切 2026年6月5日

開催概要

2026
GTIE
DEMO DAY 2026
～ここから始まる、未来を変えるディープテックが生まれる瞬間～

場 所 Tokyo Innovation Base（T iB） 2F STAGE

開催形式 会場開催（一部ハイブリッド）

日 時 2026年6月8日

金

S P E C I A L
K E Y N O T E

参加費無料
P e a t i xで申込受付中！

月 12:45-18:00（  ）受付開始12:15

17:00

28 49 119

127 150 194

0 0 0

237 237 238

102  102 102



主催

プログラム（予定）

13:05 KEYNOTEスピーチ

慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科 准教授

京都フュージョニアリング㈱ 共同創業者

武田  秀太郎氏

「大学発スタートアップが拓く日本の新たなイノベーション：

京都フュージョニアリングの６年間から」

13:30 ピッチ（登壇発表順・途中休憩有）

17:30 ネットワーキング

事務局 GTIE Demo Day 事務局

『Greater Tokyo Innovation Ecosystem（GTIE：ジータイ）』は東京大学・東京科

学大学・早稲田大学を主幹機関とした『世界を変える大学発スタートアップを育

てる』プラットフォームです。首都圏を中心にした大学と地方公共団体、VC、

CVC、アクセラレーター、民間企業などが結集し、Greater Tokyo（東京圏）に

おけるスタートアップ・エコシステムの形成を目指します。

https://gtie.jp/about/GTIEについては
こちらをご参照ください

17:25

ピッチ登壇者一覧（順番は前後する可能性があります）

16:30 セッション

12:45 開会の挨拶
東京科学大学 理事・副学長 (イノベーション担当)

古川 哲史氏

12:50 GTIE紹介
東京科学大学・イノベーションデザイン機構

機構長補佐 ／ 環境・社会理工学院 教授

辻本 将晴氏

近藤  正聡
東京科学大学
総合研究院

01 田中 伸厚
茨城大学
大学院理工学研究科

02 伊原 学
東京科学大学
物質理工学院応用化学系

03 山田  哲也
東京科学大学
未来産業技術研究所

04
牧 英之
慶應義塾大学
理工学部

05 黒田 公美
東京科学大学
生命理工学院

06 矢野 博明
筑波大学
システム情報系

07 小川 良磨
千葉大学
大学院工学研究院

08
吉見 靖男
芝浦工業大学
工学部

09 倉科 佑太
東京農工大学
工学研究院

10 関口 翔斗
東京農工大学
大学院工学府

11 野田 拓実
東京農工大学
工学部

12
永井 竜児
東海大学
大学院農学研究科、農学部

13 岩﨑 清隆
早稲田大学
理工学術院

14 梅村 将就
東京慈恵医科大学
医学部医学科

15 福田 淳二
横浜国立大学
先端科学高等研究院

16
七田 崇
東京科学大学
難治疾患研究所
神経炎症修復学分野

17 鈴木 賢治
東京科学大学
科学技術創成研究院

18 平野 仁一
慶應義塾大学
医学部精神神経科

19 尾崎 幸謙
筑波大学
ビジネスサイエンス系

20

閉会の挨拶
東京科学大学 理事・副学長
(イノベーション担当)

石井 裕之氏

K E Y N O T E  P R O F I L E

慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科 准教授

京都フュージョニアリング株式会社 共同創業者

武田 秀太郎氏

慶應義塾大学大学院メディアデザイン研究科・准教授、京都フュー

ジョニアリング株式会社共同創業者、マルタ騎士団ナイト・オブ・マ

ジストラルグレース。国連職員、青年海外協力隊、陸上自衛隊など多

くの社会活動歴を有する新進気鋭のサステナビリティ学者。

2019年、日本で最初のフュージョンエネルギースタートアップであ

る京都フュージョニアリング社を共同創業。510億円超の資金調達に

より世界5カ国・150人超の従業員を有するグローバル企業へ成長。

京都大学工学部卒、ハーバード大学修士、京都大学博士。京都大学

在学中、東日本大震災に際し休学し陸上自衛隊予備自衛官として任官、

復学後も青年海外協力隊員としてバングラデシュ赴任。国際原子力機

関（IAEA）ウィーン本部での国連職員勤務を経て現職。専門は物理工

学、サステナビリティ学。

文部科学省科学技術・学術審議会専門委員、日本学術会議連携会員、

一般社団法人計量サステナビリティ学機構・代表理事など。英国物理

学会若手キャリア賞ほか多数受賞。

2022年6月、日本国籍として約1世紀ぶりにマルタ騎士に叙任。

三浦 智
東京科学大学
工学院

21 田邉 匡生
芝浦工業大学
デザイン工学部

22 髙谷 剛志
筑波大学
システム情報系

23
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